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島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
一

｜
｜
翻
刻
『
出
雲
勲
業
宍
道
家
系
譜
」
宍
道
町
神
社
研
究
の
資
料
と
し
て
｜
｜

＼』J

月民

音日

旦；

は

じ

め

に

前
編
（
一
）
（
『
大
妻
国
文
』
訂
号
、
平
成
ロ
〈
∞
〉
年
3
月
）
に
於
て
、
間
「
勲
業
｛
六
道
家
正
系
』
（
文
書
⑫
）
を
翻
刻
紹
介
し
、
続
編
で
こ
の
系
図

の
批
判
を
行
な
い
、
系
図
の
作
成
時
期
・
作
成
者
（
の
性
格
）
・
作
成
の
目
的
等
の
推
測
を
す
る
と
し
た
。
今
回
こ
れ
に
先
き
立
ち
、
予
め
二
つ

の
文
書
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
と
関
連
さ
せ
て
考
察
す
れ
ば
、
論
証
が
よ
り
確
実
に
な
る
と
考
え
る
。
初
め
に
、
『
出
雲
勲
業
宍
道
家
系
譜
』

前
編
（
一
）
〈
卸
ペ
ロ
行
日
1
M
行
日
〉
に
若
干
触
れ
た
）
を
紹
介
す
る
。
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文
書
＠
問
「
出
雲
勲
業
宍
道
家
系
譜
』
解
説

冊
子
1
冊
、
原
装
、
表
紙
標
色
縦
自
・

ωωS
・
横
冨
－

N
S、
表
紙
表
左
側
に
太
線
と
細
線
（
木
版
刷
・
各
1
本
）
の
郭
内
に
、
出
雲
勲
業
宍
道
家

系
譜
、
と
墨
書
し
た
題
築
（
縦

N0・
N
S
－横品－

F
B）
を
貼
る
。
内
題
な
し
。
本
文
と
同
じ
料
紙
を
半
裁
し
た
1
枚
（
半
丁
分
）
を
見
返
し
と
し
、

そ
の
裏
に
陰
刻
丸
印
（
径
仏
・
∞
n
S）
一
頼
（
宍
道
家
印
）
を
捺
し
、
印
の
上
方
に
宍
道
家
印
と
書
く
（
宍
道
峰
清
の
手
跡
）
0

本
文
却
丁
、
墨
附
M
丁
半
。
縦
N
0
・N
n
B
・
幅
H

－
rsの
木
版
刷
黒
色
罫
線
部
行
（
柱
に
「
笹
」
の
字
と
「
宍
道
家
蔵
書
」
を
刷
る
）
を
l
丁

と
す
る
半
紙
（
楕
紙
）
を
使
用
し
、
袋
綴
じ
に
し
て
い
る
。

内
容
は
四
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
、
間
を
詳
細
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
正
世
」
か
ら
「
五
十
二
世
」
の
当
主
と
そ

れ
ら
の
子
女
、
お
よ
び
関
連
事
項
の
手
跡
は
宍
道
峰
清
で
あ
る
。
欄
外
上
の
注
記
（
頭
注
）
も
大
部
分
が
峰
清
の
手
跡
で
あ
る
。
峰
清
に
よ
る
書

写
（
作
成
）
年
代
は
、
本
文
科
紙
の
柱
に
「
宍
道
家
蔵
書
」
と
あ
る
か
ら
、
明
治
維
新
以
後
で
あ
る
。
即
ち
、
前
編
（
一
）
に
記
し
た
知
く
、

佐
々
布
の
大
森
神
社
神
職
の
宍
道
氏
は
、
明
治
維
新
時
に
池
田
姓
を
改
め
た
も
の
（
卸
ぺ
注
（
3
）
）
だ
か
ら
で
あ
る
。

手
跡
・
墨
附
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
正
世
」
か
ら
「
五
十
一
世
」
ま
で
は
あ
る
時
期
に
き
し
て
時
を
隔
て
ず
に
書
き
、
「
五
十
二
世
」
は
そ
れ

スガ

よ
り
も
時
を
置
い
て
、
峰
清
の
娘
清
（
喜
骨
賀
）
が
婿
養
子
藤
三
郎
と
結
婚
（
明
治
お
〈
∞
〉
年
2
月
日
日
入
籍
：
・
小
浜
幸
子
氏
所
蔵
の
戸
籍
謄
本
）
し
て

ス
ス
ム

l
l

後
、
清
の
次
男
達
が
明
治
叫
（
羽
）
年
に
生
ま
れ
る
ま
で
の
聞
に
峰
清
が
書
き
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
知
行
日
の
「
大
正
元
年
」
と
「
大
正

二
年
」
の
注
記
は
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も
後
の
（
最
も
遅
い
時
期
の
）
峰
清
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
。
欄
外
上
の
峰
清
注
の
多
く
は
、
本
文
と
同
じ

頃
、
も
し
く
は
さ
し
て
遅
れ
ず
に
認
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
墨
附
か
ら
見
て
折
に
触
れ
て
注
記
し
、
晩
年
の
頃
ま
で
続
い
た
も
の

も
あ
る
（
知
行
目
上
に
「
明
治
三
十
五
年
十
月
廿
二
日
」
と
あ
る
如
く
）
と
思
う
。

峰
清
の
大
正
8
（
百
）
年
没
後
に
も
若
干
の
加
筆
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
峰
清
の
孫
宍
道
勲
氏
（
犯
行
日
の
人
物
）
に
よ
る
も
の
で



あ
る
。
そ
の
外
に
は
峰
清
の
女
婿
藤
三
郎
（
知
行
日
の
人
物
）
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
手
跡
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
加
筆
箇
所
に
は
総
て
服
部
の
注

記
を
カ
ツ
コ
内
に
附
し
た
。
勲
氏
に
よ
る
加
筆
の
部
分
は
即
行
目
「
五
十
三
世
宍
道
動
ど
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
妻
と
娘
4
人
の
事
項
（
紡
行
目

1
湖
行
目
。
こ
の
翻
刻
で
は
省
略
し
た
）
で
終
る
。
勲
氏
に
よ
る
注
記
の
う
ち
最
も
新
し
い
も
の
は
、
士
ハ
道
み
つ
の
死
亡
記
事
「
昭
和
四
十
七
年

十
月
二
十
三
日
」
（
別
行
目
上
）
で
あ
る
。
勲
氏
は
昭
和
田
（
百
）
年
叩
月
4
日
の
没
で
あ
る
。
勲
氏
の
加
筆
の
年
月
が
明
確
で
な
い
も
の
も
、
恐

ら
く
は
昭
和
訂
（
沼
）
年
前
後
ま
で
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
原
本
の
体
裁
を
復
元
す
る
よ
う
努
め
た
。
し
か
し
、
意
味
内
容
を
把
握
し
や
す
く
す
る
た
め
、
活
字
の
大

き
さ
・
字
聞
を
原
文
と
僅
か
に
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。
欄
外
上
注
記
（
頭
注
）
は
、
半
丁
ご
と
に
ま
と
め
て
そ
の
丁
の
末
尾
に
移
動
し
、
頭
注

の
位
置
す
る
本
文
の
行
数
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
2
1
4
上
の
如
く
一
不
し
、
頭
注
内
で
の
改
行
箇
所
に
」
を
附
し
た
。
漢
字
は
特
に
翻
刻
の
困
難
な

字
は
少
な
か
っ
た
が
、
稀
に
通
行
の
活
字
に
改
め
た
も
の
も
あ
る
。
考
察
の
便
宜
上
、
行
頭
に
通
し
番
号
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
振
っ
た
。
こ
れ
ま

で
史
料
番
号
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
て
来
た
た
め
、
考
察
に
お
い
て
は
行
番
号
を
通
常
の
活
字
と
し
、
「
行
目
」
は
省
略
す
る
。

163 

「
出
雲
勲
業
宍
道
家
系
譜
』
翻
刻

（
表
紙
表
）

出
雲
勲
業
宍
道
家
系
譜

題
築
）

（
見
返
し
裏
）

宍
道
家
印

O
（
陰
刻
丸
印
）

L_ 

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
「
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
二
）

九



（

1
オ）

九
四

出
雲
勲
業
生
ハ
道
家
正
系

3 

天
孫
岩
苔
少
領
出
雲
臣
清
太
出
雲
臣
父
也
大
神
之
後
胤

正
世
清
丸
ぽ
山
雲
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空
け
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辛
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降
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月
一
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ナ
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リ
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十
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ル

7
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